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初めての prone 構造を見出している O
2 )又，ジエンの配位構造を決定する要因として，ジエンの置換基の有無及び位置が重要であり，無置
換あるいは 1 ， 4-位に置換基がある場合には prone 構造， 2 , 3-位に置換基がある場合には supine 構
造をとることを明らかにしている。
3) さらに，ジエン配位子のチタン原子への配位構造は，配位環境の違いによって η4 ーメタラシクロー
3 ーペンテン構造からジエン配位構造に容易に変り得ることを明らかにしているo





析された主な金属ーアリル錯体の bent angle (θ) と bite angle (β) について詳細に比較した結果，
前周期遷移金属錯体では， bent angle が大きく，同時に bite angle が小さいという特徴を見出している O
6) さらに，一連の置換アルキンを配位子とするニオブ錯体のX線構造解析を行い，エチルニオブーア
ルキン錯体ではエチル基の α炭素の水素原子とニオブとの agostic 相互作用を初めて結晶構造中で確
認している。
7) なお，ヒドリド -t- ブチルアセチレン錯体及びヒドリドートリメチルシリルアセチレン錯体の立
体化学及び詳しい構造パラメーターを明らかにしている。
以上の様に，本論文は構造化学，有機金属化学，触媒化学，並びに合成化学に貢献するところが多い。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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